
成美保育園

令和7年度 3 歳児クラス No.1 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
戸外に出かけ身体を動かす以外にも、虫や草花に目を向けることが増え、虫が苦手

だった子も触れてみようとする姿が見られるようになった。自然に触れる中で「な

んで？」という疑問を持つ子もいた。花が咲いたり実になったりする変化や、虫が

動き、成⾧する姿を観察する中で草花や虫も生きていることを感じることができ

た。電子黒板を使い、虫の生態などを見てさらに興味を深めていくことが出来た。

4月～6月

公園で季節の草花を見たり触ったりする。

虫を見つけ、触ったり、捕まえて観察する。

3月

電子黒板で今まで見つけた虫をみて振り返る。虫の生態についてみる。

草花や虫の図鑑

ビニール袋

ペットボトル

ウェットティッシュ

電子黒板

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・ダンゴムシ

ダンゴムシは暗いところが好きなことを知ら

せ、木の根元、葉っぱや石の下を探した。

「おててがくすぐったい」「足がいっぱいだ

ね」「まあるくなったよ」

・てんとう虫

てんとう虫や幼虫を見つけ観察した。

「てんとう虫の赤ちゃんはなにたべるの？」

「てんとう虫みつけたよー」

「どのてんとうむしかな？」

・サクランボ

桜の木の下でサクランボをたくさん拾い集め

た。「おててが紫になっちゃった」

・タンポポ

「黄色いのと白いのがある」「フワフワして

る」「ふーってするから見ててね」

・虫の生態

今まで公園等で見つけた虫等を電子黒板の大き

な画面でより拡大して細かいところまで皆で見

ながら振り返りつつ、身近な虫の生態等につい

ても見た。

自然(草花・虫)

子どもたちの一番身近にあり、興味を持ち、触れることができると考えた。

虫や草花に触れることが苦手な子も、みんなで触れたり観察することで興味を持つ

きっかけになると考えた。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

アリやダンゴムシを見つけ、触ったり捕まえて観察する。

タンポポの変化を観察したり、綿毛を吹いて遊ぶ。

桜の花を見たり、さくらんぼの実を触ったり潰したり、匂いを嗅いでみる。

シロツメクサの花を摘んで冠や指輪を作り、身につけて楽しむ。

てんとう虫の幼虫を見つけ、成⾧を観察する。

土や砂に触り、感触を楽しむ。

電子黒板の大きな画面で今まで見つけた虫や虫の生態についてみる。



成美保育園

令和7年度 3 歳児クラス No.2 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・バッタ

触ろうとするとぴょんと跳ねてなかなか捕

まえられないことを面白がっていた。

・彼岸花、柿の実

「おはながさいてるよ～」「柿がある～」

とお友だちに知らせる。

・落ち葉、ドングリ

落ち葉を踏んで音を楽しむ。「どんぐり

あったよ～」と見せている。

・クワガタ

「おっきい！」「かっこいい」土にもぐっ

ていく様子を見た後、毎日様子を覗いてい

る。これから土の中で冬眠することを知ら

せていった。

写真スペース

※2枚以上

自然（虫・落ち葉）

夏から秋にかけて虫を探し観察することで探す楽しさを感じたり、どんな場所に虫

が住んでいるか興味を持つきっかけになるため。

季節が変わることで木々の色が変わり実をつける様子に気付いていく。

10月～11月

公園などで虫を見つけ触ったり観察する。

散歩しながら周りの木々の色の変化を見る。また、木になった柿やミカンなどを見

つけ観察する。

落ち葉に触れたり、ドングリやまつぼっくりなどを探す。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
草花や虫の図鑑

ビニール袋

ペットボトル

ウェットティッシュ

バッタを見つけ、観察する。

クワガタが土にもぐる様子を観察する。

秋に咲いている花を見つける。

散歩中に柿の木や、ミカンの木を見つける。

公園で落ち葉に触ったり、踏んだりする。ドングリを見つける。

虫が動く様子を見て怖がる子もいれば、触りたがる子もいる。力加減がわからず虫

が弱ってしまう事もあったので、そっと触ることなどを伝えていった。柿やドング

リなど秋ならではの物を見つけることが出来て良かった。

落ち葉を持ったり、踏んだりして感触を楽しむことが出来た。



成美保育園

令和7年度 3 歳児クラス No.3 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
木の変化を観察する。桜の木に花芽が出てきている様子を見つける。

落ち葉の中や石の下に生き物がいるか見つけてみる。

土を踏んで、霜柱の感触を楽しむ。霜柱に触ったり霜柱がどのようになってい

るか観察する。

地面に凍っているところを見つけ、そっと歩いてみる。

七草粥についての話をしたり、七草の名前を言ってみる。

気が付いたことや感じたことを上手く言葉にして保育者や友だちに伝えられること

が増えていった。友だちの発見を一緒に喜び共感する姿が見られ楽しみながら自然

への興味が広がっていた。手が汚れてしまう事を気にして触るのを躊躇する子もい

たが、ウェットティッシュがあることを伝えると、ためらわず触れた。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

七草

「ごぎょう、はこべら、せり、なずな、

すずな、すずしろ、ほとけのざ」と保育者と一

緒に言ってみたり、大根やかぶの名前が違うこ

とに気付く。

氷、霜柱

「かたいね」「つるつるしてるね」「冷たい」

「ザクザクって音がする」気が付いたことを言

葉にしていた。

桜の木

折れた木の枝が落ちていたので、近くで観察

し、花芽が付いている様子が見られた。「桜が

咲くかも」と楽しみにしている。

写真スペース

※2枚以上

自然（木・氷・霜柱・春の七草）

寒さや北風を感じたり、葉っぱのなくなった木を観察し、春に向かって木々が変化

していく様子に興味を持っていく。

霜柱や水たまりの氷などを発見し楽しむ。

春の七草を見る。

1月～3月

散歩しながら木々の変化を見る。

落ち葉の中や石の下に生き物がいるか見つけてみる。

土を踏んで霜柱や氷を探す。

春の七草を見る。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
草花や虫の図鑑

ビニール袋

ウェットティッシュ

春の七草


